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２（４） ①総合的な学習（探究）の時間（小中高合同発表会）
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小 中

高

異校種の教員が異校
種の児童・生徒を評
価することができ、児
童・生徒にとっては自
己肯定感が高まる

教員が自校で育成し
た児童・生徒の先の
姿を見ることができ、
成果・課題を見出す
一つのきっかけとなる

児童・生徒にとっては、先を見通した
り、今までの自分を振り返る機会と
なり、成長を実感できる



２（４） ２年次の取組②③

① まちづくりをテーマとしたキャリア教育の視点での総合的
な学習の時間の小中高１２年間のカリキュラム作成
→１１月１５日（木）小中高合同「ふるさと学」発表会開催 長万部高校にて

② 学校グランドデザインの作成
→身に付けさせたい資質・能力を「○○ができる」という形で明確化

③ 「○○ができる」のルーブリック化（中・高で作成）
→ルーブリック自己評価からチャートグラフ化

④ 「キャリア・パスポート」を作成し、中・高で持ち上がる
→教科についての項目も入れ、探究的活動等の記録も残していきたい

⑤ 小中高の教員を４つのテーマ別 に分けて、校種間連携
を前提とした研究協議会を開催（年３回）
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２（４） ２年次の取組④

① まちづくりをテーマとしたキャリア教育の視点での総合的
な学習の時間の小中高１２年間のカリキュラム作成
→１１月１５日（木）小中高合同「ふるさと学」発表会開催 長万部高校にて

② 学校グランドデザインの作成
→身に付けさせたい資質・能力を「○○ができる」という形で明確化

③ 「○○ができる」のルーブリック化
→ルーブリック自己評価からチャートグラフ化

④ 「キャリア・パスポート」を作成し、中・高で持ち上がる
→教科についての項目も入れ、探究的活動等の記録も残していきたい

⑤ 小中高の教員を４つのテーマ別 に分けて、校種間連携
を前提とした研究協議会を開催（年３回）
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２（４） ２年次の取組⑤

① まちづくりをテーマとしたキャリア教育の視点での総合的
な学習の時間の小中高１２年間のカリキュラム作成
→１１月１５日（木）小中高合同「ふるさと学」発表会開催 長万部高校にて

② 学校グランドデザインの作成
→身に付けさせたい資質・能力を「○○ができる」という形で明確化

③ 「○○ができる」のルーブリック化
→ルーブリック自己評価からチャートグラフ化

④ 「キャリア・パスポート」を作成し、中・高で持ち上がる
→教科についての項目も入れ、探究的活動等の記録も残していきたい

⑤ 小中高の教員を４つのテーマ別 に分けて、校種間連携
を前提とした研究協議会を開催（年３回）
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２（４） ２年次の取組⑤
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町研サークル

キャリア 学力向上 生徒指導 特別支援

小中高教員の交流の場→実務的な校種間連携



２（５） ２年次（中間）までの成果と課題

事前アンケート

４月 ９月 １月

中間アンケート 事後アンケート

ＰＤＣＡ×３を活用

○こまめにチェックすることができる
○常に目的を意識することができる
○タイムリーな生徒及び教員の意識調査をすることができる
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２（５） ２年次までの成果
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56
67 72

昨年度２回目 今年度１回目 今年度２回目

２ キャリア教育の充実

昨年度２回目 今年度１回目 今年度２回目

【生徒向けアンケート全体の傾向 （％表示）】

57
72 80

昨年度２回目 今年度１回目 今年度２回目

１ 学びの意識

昨年度２回目 今年度１回目 今年度２回目

１ 学びの意識 ２ キャリア教育の充実



２（５） ２年次までの成果
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【生徒向けアンケート 学年別の特徴】

①２年生の【１ 学びの意識】・【３ 地域連携・協働】・
【４ 主体的・対話的で深い学び】に対する肯定的意
見が１００％

②１年生の【２ キャリア教育の充実】が１回目と比較
すると大幅な伸び

58 71

今年度１回目 今年度２回目

２ キャリア教育の充実

今年度１回目 今年度２回目



２（５） ２年次までの成果
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【教員向けアンケート】

①【学びの意識】について教員と生徒の意識の差がな
くなってきた

80

80

91

72

82

57
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教員

生徒

【学びの意識】の意識の差

昨年度２回目2 今年度１回目 今年度２回目



２（５） ２年次までの成果
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【教員向けアンケート】

② 【３ キャリア教育の充実】
【４ 地域連携・協働】
【９ 本事業と地域社会の創造】
の項目で肯定的意見１００％



２（５） ２年次で見えてきた課題
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《生徒向けアンケートより》

【２ キャリア教育の充実】は３学年とも７０％にとど
まっている。→１年生だけでなく、３年間を見通した
系統的なまちづくりプロジェクトへの改善が必要

《教員向けアンケートより》

【７ カリキュラム・マネジメント】の肯定的意見が５
０％と最も低い→総合的な探究の時間・特別活動
を要としたキャリアの視点をもった教育課程に抜本
的に変える（～人づくりをまちづくりに～を念頭に置
いた校種間連携が大前提）



２（５） ２年次で見えてきた課題（小中高で）
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①系統的な「総合的な学習の時間」の内容配置

③キャリアパスポートの内容の見直し

※高校では「総合的な探究の時間」に対応する

②小中高合同発表会のさらなる内容充実



３ 縦の連携 ～ ここが大変！４つの壁

① 学校文化そのものの壁

② 校種間文化の違いによる壁

④ 人・物・お金の壁

③ 継続の壁

壁を打ち破るため
→ カリキュラム・マネジメントの重要性
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４ まとめ（校種間連携のキーポイント）

①キャリア形成そのもの（自己の在り方・生き方
を考える）

②学校での学びが社会で生きることと
つながる → 縦につながる共通テーマ

持続可能なまちづくり
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（１）なぜ校種間連携を行うのか？（目的の明確化）
→“校種間連携ありき”で行うと、形式的なもの・負担感しか
残らない！？（各取組はあくまでも手段）
（２）どのように校種間連携を行うのか（組織的に行うために）
→教育委員会、管理職、各学校教職員等を含めた関係機関
を組織し、「系統的に」「整理しながら」進める必要あり



ご清聴ありがとうございました！！
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